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バイオ医薬品の主薬効成分であるタンパク質は、輸送時の機械的ストレ
ス（振とうや落下）によって凝集します。生成した凝集体は薬効の低下
や重篤な副作用を引き起こす可能性があるため、安全なバイオ医薬品を
開発するためには、輸送時のストレスに対するタンパク質の安定性に関
する研究が欠かせません。そのため、私は以下の研究に取り組んでいます。

• バイオ医薬品輸送時の安定性を簡便かつ正確に評価できる新規評価系
の確立

• 包装容器を含むバイオ医薬品製剤の総合的理解と輸送時の安定性向上

• 機械的ストレスによるタンパク質凝集のメカニズム解明

医療・ヘルスケア分野、創薬・製薬分野

バイオ医薬品の輸送時の安定性に関する研究
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生命は無数の素機能がネットワーク化された機能回路に
よって複雑な機能を実現しています。我々はこの概念に着
想を得て、高分子機能を要素として統合した機能回路設計
に基づいた高分子システム機能の創出を目指しています。
• 高分子間の生体直交型反応により “ その場 ” で発現する

酵素多価リガンドの開発。
• 生体分子を燃料として摂取・消費することで非平衡機能

を示すハイドロゲルの開発。
• 多重論理ゲートによる細胞内高分子合成法の開発。

医療・ヘルスケア分野、創薬関連

機能回路設計に基づいた
高分子システムズケミストリー
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